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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
26
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
の
４
日
間
開
か
れ
、
26
年
度
の
予
算
な
ど
25
議
案

が
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施
政
方
針
演
述

で
柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
復
興
諸
事
業
が
一
層
加
速
化
さ
れ
１

日
も
早
く
完
全
復
興
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
ま
す
」

と
所
信
を
表
明
し
復
興
３
年
目
の
具
体
的
な
考
え
方
な
ど
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

震
災
前
に
も
増
し
た
村
の
再
生
や
発
展
を
目
指
し
た
施
政

方
針
演
述
の
、
主
な
内
容
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
２
㌻
〜
11
㌻
）

復
興
に
総
力
を
挙
げ
た「
復
興
加
速
年
」

　

は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
改
め
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に

心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
活
の
再
生
、
生な

り

業わ
い

の
再
建

に
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
を
も
っ
て
お
取
り

組
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
の
企
業
を
始
め
、
本
村
の

復
興
に
多
大
な
る
ご
支
援
と
励
ま
し
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
全
国
の
皆
様
な
ど
に
、

普
代
村
民
を
代
表
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

水
産
業
関
係
は
、
普
代
南
浜
共
同
利
用

倉
庫
（
１
９
８
０
万
円
）
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
繰
越
と
な
る
根
多
利
浜
で
の
同

倉
庫
、
漁
船
１
隻
の
再
建
な
ど
を
行
い
、
水

産
業
の
基
盤
復
興
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

定
置
網
施
設
の
復
旧
も
昨
年
末
で
事
業
完

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
要
共
同
利
用
施
設
は
、
魚
市

場
、
製
氷
・
貯
氷
施
設
、
船
舶
給
油
施
設
、

種
苗
セ
ン
タ
ー
、
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
な

ど
が
供
用
さ
れ
、
水
産
加
工
処
理
施
設

（
冷
凍
冷
蔵
加
工
場
）
と
漁
船
保
全
修
理

施
設
（
ド
ッ
ク
上
架
施
設
）
が
間
も
な
く

完
成
と
な
り
ま
す
。
漁
家
の
作
業
場
な
ど

も
、
加
工
場
30
棟
、
機
械
70
機
が
整
備
さ

れ
、水
産
個
社
の
加
工
処
理
施
設
も
順
次
、

完
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
住
民
生
活
の
再
生
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
が
本
年
４
月

に
全
線
再
開
の
予
定
と
な
り
、
岩
泉
平
井

賀
普
代
線
の
復
旧
工
事
（
普
代
浜
付
近
）
も

着
工
と
な
る
な
ど
、
村
道
を
含
め
、
被
災

し
た
生
活
基
盤
が
着
実
に
復
旧
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
漁
網
や
ロ
ー
プ
殻
な
ど
の

災
害
瓦が

礫れ
き

（
総
量
１
万
４
２
０
０
㌧
）
の

村
外
処
理
も
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
普
代
水
門
と
太
田
名
部
防
潮
堤
は
補

強
工
事
が
完
了
し
、
そ
の
ほ
か
施
設
の
長
寿

命
化
に
も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
時

の
情
報
伝
達
の
充
実
を
期
す
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
完
了
し
、
避
難
所
の

充
実
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置
な
ど
も
着
実

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
道
路

は
村
道
上
の
沢
線
が
全
線
完
成
と
な
り
ま

す
。
学
校
施
設
は
、
普
代
小
学
校
校
庭
の

嵩
上
げ
、
普
代
中
学
校
へ
の
避
難
路
並
び
に

だ
け
る
生
活
が
戻
っ
て
も
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
偏
に
、
被
災
者
の
方
々
を
始
め
、

全
て
の
村
民
の
皆
様
、
国
、
県
、
村
議
会
、

関
係
団
体
の
皆
様
の
全
力
を
傾
注
し
て
の

取
り
組
み
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

重
ね
て
、
そ
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
に
敬

意
を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
復
興

諸
事
業
が
一
層
、
加
速
化
さ
れ
続
け
る
と

と
も
に
、
風
評
被
害
の
速
や
か
に
し
て
万

全
な
払
拭
も
図
ら
れ
、
１
日
も
早
く
完
全

復
興
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
ご

指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
は
、
昨
年
を
復
興
加
速
年
と
位
置

付
け
、
普
代
村
災
害
復
興
計
画
に
掲
げ
る

３
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、そ
の
復
旧
・

復
興
事
業
の
推
進
に
総
力
を
挙
げ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

「
産
業
・
経
済
の
再
建
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
内
全
漁
港
の
災
害
復
旧
を
完
了
さ

せ
、
機
能
強
化
も
順
次
、
完
成
に
向
か
っ
て

お
り
ま
す
。
漁
船
は
、
予
定
の
５
２
７
隻

に
対
し
５
２
６
隻
が
再
建
さ
れ
、
養
殖
・

　

重
点
課
題
の
普
代
浜
園
地
の
復
旧
は
、

複
合
休
憩
施
設
（
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ

等
）
と
東
屋
の
整
備
を
環
境
省
と
連
携
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
行
う
と
と
も
に
、
普

代
港
線
の
復
旧
（
繰
越
分
、
１
２
０
０
万

円
）
も
完
了
さ
せ
、
１
日
も
早
く
観
光
客

の
方
々
な
ど
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
普
代
川
右
岸
地
域
で
は
、
朝

日
新
聞
社
な
ど
の
支
援
に
よ
る
「
緑
の
バ

ト
ン
」
事
業
で
の
植
樹
を
予
定
し
、
今
後
の

「
震
災
復
興
公
園
（
仮
称
）」
の
整
備
な
ど

に
繋
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
堀
内
・
沢
地
区
の
海
岸
避
難
階

段
と
誘
導
機
器
整
備
（
繰
越
分
、
９
０
３

０
万
円
）
や
堀
内
港
線
復
旧
（
繰
越
分
、

５
０
０
万
円
）
な
ど
も
早
期
完
成
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

が
遅
れ
て
お
り
、
今
後
、
特
段
の
加
速
化

に
努
め
ま
す
。

　

復
興
加
速
年
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
震

災
か
ら
３
年
余
で
本
村
水
産
業
の
生
産
・

加
工
・
流
通
の
一
体
的
な
復
旧
・
復
興
に

し
っ
か
り
と
し
た
目
途
が
見
え
て
き
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
村
民
の
皆
様
の
生
活
も

一
段
と
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
各
般
の

村
づ
く
り
活
動
へ
の
活
発
な
参
加
も
い
た

三
陸
沿
岸
道
路
普
代
道
路
へ
の
避
難
階
段
、

さ
ら
に
は
、
緊
急
物
資
の
備
蓄
倉
庫
な
ど

も
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
見
直
さ
れ
た
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
訓
練
な
ど
の
徹
底
を
図
り
な
が

ら
総
合
的
な
避
難
対
策
の
充
実
を
期
す
と

と
も
に
、
制
作
し
て
い
る
災
害
記
録
集
な

ど
の
活
用
に
よ
る
震
災
の
風
化
防
止
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
村
内
経
済
の
再
生
を
牽
引
す

る
観
光
施
設
の
復
旧
は
、
ま
つ
い
そ
公
園

が
今
季
か
ら
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

普
代
浜
園
地
、
自
然
遊
歩
道
な
ど
の
復
旧

施策

１
震
災
か
ら
の
復
興
で
は
、
共
同
利
用
倉
庫
や
堀
内
・
沢
地
区
の
海
岸
避
難
階
段
な
ど
の
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
普
代
浜
園
地
の
復
旧
を
推
進
さ
せ
、
観
光
客
が
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

村
復
興
計
画
に
基
づ
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
施
策

復興計画の目標達成を目指し

復興諸事業を一 層加速！復興諸事業を一 層加速！

漁
船
は
５
２
６
隻
が
再
建
済
み

風
評
被
害
の
完
全
払
拭
を
!

水
産
業
施
設
の
完
了
を
目
指
す

▲︱

▲︱

所信を述べる柾屋村長
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人材育成を含め、各保存・伝承活動を推進し
ます（鵜

うの

鳥
とり

神楽の巡行）
沖防波堤の工事を継続する太田名部漁港、加
工用水の整備も行います

幼・小・中一体となった教育の充実に取り組
みます（はまゆり子ども園運動会）

しいたけの植菌やコナラ造林などへの助成を
し、生産維持に努めます

　

普
代
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

た
く
ま
し
く
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
よ

う
、
幼
・
小
・
中
一
体
と
な
っ
た
教
育
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ

ん
が
生
涯
に
わ
た
り
、
生
き
生
き
と
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充
実
、
郷

土
文
化
芸
能
の
保
存
や
交
流
の
活
発
化
な

ど
に
一
層
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
」
は
、
昨
年
の
公

開
研
究
会
の
成
果
を
い
か
し
な
が
ら
、
家

庭
教
育
を
含
め
た
、よ
り
一
層
の
幼
児
教
育

と
保
育
の
質
の
向
上
に
保
護
者
と
協
働
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、総
合
的
な
子
育
て

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
運
営
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
園
庭
の
拡
張
整
備
（
３
８
２

万
円
）を
行
い
、
生
き
生
き
と
学
び
・
遊

ぶ
環
境
づ
く
り
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
小
・
中
一
貫
教
育
の
一

層
の
充
実
を
支
え
な
が
ら
、
そ
の
一
貫
校

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
諸
検
討
委

を
高
め
な
が
ら
、６
次
産
業
化
も
推
進
し
、

地
場
産
品
の
高
付
加
価
値
化
と
経
営
の
強

化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、生
産
基
盤
の
整

備
は
も
と
よ
り
、
着
実
な
担
い
手
対
策
の

推
進
に
努
め
な
が
ら
、地
場
産
業
の
飛
躍
と

村
民
所
得
の
向
上
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、ア
ワ
ビ
の
放
流
に
つ
い
て
、

そ
の
稚
苗
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

村
事
業
分
は
引
き
続
き
休
止
（
漁
協
事
業

分
は
可
能
量
を
実
施
）
と
い
た
し
ま
す
。

太
田
名
部
漁
港
の
沖
防
波
堤
工
事
（
事
業

費
３
億
５
０
０
０
万
円
）
と
黒
崎
漁
港
の

機
能
強
化
工
事
（
１
億
円
）
は
国
の
経
済

対
策
補
正
予
算
事
業
で
続
行
し
、
堀
内
漁

港
は
機
能
回
復
工
事
に
向
け
た
調
査
事
業

（
事
業
費
１
０
０
０
万
円
）、
白
井
漁
港
も

次
年
度
工
事
の
調
査
事
業
（
１
０
０
０
万

円
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
太
田
名
部
地
区
の
水
産
加
工
用
水

整
備（
２
０
０
０
万
円
）を
継
続
し
、昆
布
の

加
工
の
安
定
化
に
資
す
る
事
業
も
実
施
し
、

基
幹
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
は
、
園
芸
施
設
の
整
備
支
援
事
業

（
事
業
費
２
５
９
万
８
千
円
）を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
土
壌
消
毒
、
遮
熱
対
策
、
種
子

助
成
（
寒
じ
め
ほ
う
れ
ん
草
、
枝
豆
な
ど

（
⅓
、
34
万
５
千
円
））、
価
格
安
定
化
対
策

（
56
万
円
）
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

員
会
の
報
告
、
研
究
な
ど
を
踏
ま
え
た
基
本

調
査
事
業（
１
８
５
万
６
千
円
）を
行
い
、さ

ら
な
る
具
体
検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
特
別
支
援
員
（
５
５
３
万
円
）

の
配
置
、
学
習
塾
開
設
（
65
万
円
）、
放
課

後
子
ど
も
教
室
開
催（
３
４
２
万
７
千
円
）、

学
校
と
地
域
の
協
働
推
進
事
業
（
１
６
５

万
９
千
円
）
な
ど
を
継
続
し
て
支
え
、
教

育
環
境
の
充
実
、
学
力
の
定
着
・
向
上
が

図
ら
れ
て
い
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
築
後

45
年
経
過
と
な
り
老
朽
化
が
激
し
く
、
衛

生
管
理
上
の
支
障
も
あ
る
こ
と
か
ら
移
転

新
築
（
２
億
８
０
６
８
万
２
千
円
）
を
行

う
よ
う
取
り
進
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
の
成
果
が
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
村
民
大
学
の
開
講
な
ど
も
行
い
、
多

様
な
機
会
の
提
供
に
引
き
続
き
努
め
ま

す
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の
推

進
を
図
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の

開
催
事
業
（
村
３
７
６
万
円
、
は
ま
ゆ
り

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
８
１
７
万
３
千
円
）
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
運
動
公
園
多
目
的

ま
た
、
営
農
支
援
員
の
巡
回
も
続
け
、
農

業
生
産
の
維
持
と
農
家
経
営
の
安
定
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、普
代
ダ
ム
で
の
小
水
力
発
電
は
、

平
成
27
年
11
月
の
引
渡
し
を
予
定
し
着
工

と
な
り
ま
す
の
で
、
県
と
連
携
し
そ
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
は
、
原
木
し
い
た
け
の
植

菌
助
成
（
３／４
、２
４
３
万
円
）
や
コ
ナ
ラ

造
林
へ
も
助
成
（
90
万
円
）
を
行
い
、
危

機
的
状
況
の
し
い
た
け
生
産
の
維
持
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
を
有
す
る
天
然
林
の
拡
大

や
、
混
合
林
化
の
推
進
が
一
層
に
希
求
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
策
定
の
特

定
間
伐
な
ど
促
進
計
画
の
さ
ら
な
る
事
業

拡
大
に
努
め
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

商
業
は
、
地
元
消
費
の
拡
大
の
た
め
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助
（
１
０
０
万

円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
特
産
品
販
路
開

拓
推
進
事
業
（
９
０
９
万
９
千
円
）
を
実

施
す
る
な
ど
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
振
興
補
助
（
３
５
２
万

円
）
の
拡
充
に
よ
り
経
営
指
導
な
ど
を
支

え
、
経
営
安
定
化
対
策
と
し
て
の
振
興
資

金
預
託
事
業
（
１
０
０
０
万
円
）
の
継
続

に
よ
る
、
設
備
投
資
や
運
転
資
金
の
円
滑

な
確
保
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
の
簡
易
な
芝
植
栽
（
ト
ラ
ッ
ク

内
、
２
１
６
万
円
）
を
行
い
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
で
の
利
用
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
地
域
の
個
性

や
魅
力
の
発
信
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
そ
し

て
、
村
民
の
絆
と
つ
な
が
り
を
強
め
て
い

く
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
鵜う

の

鳥と
り

神

楽
」、
村
天
然
記
念
物
指
定
の
「
チ
ョ
ウ

セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
」、「
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
」

な
ど
の
保
存
・
伝
承
活
動
の
人
材
育
成
を

含
め
た
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
諸
文

化
団
体
の
活
動
支
援
（
１
０
０
万
円
）
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、「
中
野

流
鵜う

の

鳥と
り

七な
な

頭づ

舞ま
い

」
の
米
国
公
演
が
予
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
普
代
中
学
校
生
徒
の
皆
さ

ん
が
震
災
に
負
け
ず
頑
張
る
姿
を
堂
々
と

披
露
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
農
林
水
産
業
、
商
工
・
観
光
業
の

活
性
化
に
取
り
組
み
、そ
の
魅
力
や
競
争
力

　

観
光
振
興
は
、「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」
な
ど

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
支
援
を

継
続
し
て
行
い
、
村
内
誘
客
の
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、
村
の
玄
関
た
る
駅
前
広
場
を

い
か
し
つ
つ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

充
実
を
図
り
賑
わ
い
の
再
生
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
北
山
崎
遊
歩
道
の
復
旧
と
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
開
通
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
、
普
代
水
門
な
ど
三
陸
ジ
オ
サ
イ
ト

の
情
報
発
信
（
１
２
９
万
６
千
円
）、
体
験

交
流
型
観
光
推
進
（
60
万
５
千
円
）、
観
光

施
設
の
適
正
管
理
な
ど
（
４
９
０
万
５
千

円
）
に
も
努
め
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
観
光
の
振
興
に
一
層
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　

雇
用
対
策
は
、
福
祉
施
設
で
の
雇
用
の
確

保
が
着
実
に
図
ら
れ
て
き
て
い
る
中
、
本
年

は
漁
協
、
水
産
加
工
業
者
な
ど
で
再
建
さ
れ

た
冷
凍
冷
蔵
加
工
場
が
本
格
稼
動
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
緩

和
に
も
努
め
な
が
ら
村
内
就
業
の
増
加
に

繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
促
進
奨
励
制
度

（
72
万
円
）を
創
設
し
新
卒
者
の
村
内
求
人

の
後
押
し
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、県
補
助
に
よ
る
緊
急
雇
用
事
業
が
大
幅

な
縮
減
（
25
年
度
の
４
５
６
３
万
７
千
円
が

26
年
度
は
１
５
３
５
万
５
千
円
に
）
と
な
り

施策

２
幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設

基
幹
産
業
の
活
性
化
を
推
進

し
い
た
け
生
産
の
支
援
強
化

観
光
・
商
業
の
活
性
化
を

新
卒
者
な
ど
の
村
内
就
業
を
支
援

▲︱

▲︱
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心身ともに健やかな暮らしが送れるように健
康づくりを進めます（合同敬老会）

役場職員駐車場に設置された太陽光発電の
ソーラーパネル

「くろさき荘」は繰越しとなった食堂兼厨房
棟の早期完成に努めます

子ども園では、給食費の免除制度を作り子育
て世代の負担軽減に努めます

　

村
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に
健
や
か
な

暮
ら
し
を
送
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

な
ど
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
普
及
、
推
進
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
社
会
参
加
も
図
ら
れ
、

支
え
合
い
と
助
け
合
い
の
活
動
な
ど
も
、

よ
り
浸
透
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
活
動
は
、
特
定
健
診
の
受
診

ま
す
の
で
、村
単
で
の
雇
用
の
維
持（
１
６

３
４
万
９
千
円
）も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
復
興
需
要

に
よ
る
高
い
稼
働
率
が
続
い
て
お
り
、
震

　

子
育
て
支
援
な
ど
は
、
は
ま
ゆ
り
子
ど
も

園
の
保
育
料
の
無
料
化
、
新
た
な
給
食
費
な

ど
の
免
除
制
度
を
創
設
、
特
定
不
妊
治
療
費

の
村
単
助
成
な
ど
と
併
せ
、
昨
年
度
よ
り
拡

大
し
た
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

も
継
続
し
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、公
園

遊
具
の
更
新（
緑
区
公
園
、２
０
０
万
円
）を

実
施
し
、
親
子
が
屋
外
で
ふ
れ
あ
う
安
全
な

遊
び
場
の
提
供
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
婚
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
相
談
員
の
配

置
な
ど
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
新
た
に
移

住
・
交
流
地
域
活
性
化
事
業（
１
６
０
万
２

千
円
）に
よ
る
出
会
い
の
場
づ
く
り（
村
内
へ

の
ツ
ア
ー
）に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
資

源
循
環
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
定
住
促
進
の
た
め
の
村
営
住
宅
の
整
備

や
水
道
施
設
の
改
修
、
汚
水
処
理
の
普
及
、

生
活
道
路
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化

を
一
層
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
家

庭
で
の
生
ゴ
ミ
処
理
の
推
進
や
容
器
包
装

率
向
上
の
た
め
の
検
診
一
部
負
担
の
免
除

や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
な
ど
の
予

防
接
種
の
無
料
化
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
診
療
所
で
の
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
の

更
新
（
４
２
０
万
円
）
を
行
い
診
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
資
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
患
者
輸
送
バ
ス
の
運
行
は
、
高
齢

者
な
ど
の
利
便
性
の
向
上
に
特
段
の
配
慮

を
も
っ
た
運
行
に
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
く
ろ
さ
き
小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
で
の
相
談
・
休
憩
室
の
増

災
後
の
３
年
間
で
６
３
０
０
万
円
の
営
業

黒
字
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

こ
の
特
需
の
積
極
的
な
獲
得
に
努
め
、
健

全
経
営
の
継
続
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
材
高
騰
な
ど
に
よ
る
発
注
事
務

の
遅
れ
か
ら
、
繰
越
と
な
っ
て
い
る
食
堂
兼

厨
房
棟
の
早
期
完
成
に
特
段
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
完
成
を
見

プ
ラ
分
別
回
収
の
徹
底
な
ど
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
古
着
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
で
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
助
成

も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
指
定

避
難
所
の
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
（
４
７

０
０
万
円
）、
白
井
漁
業
研
修
施
設
な
ど

（
２
８
７
万
９
千
円
）
へ
の
導
入
を
進
め
る

と
と
も
に
、
各
家
庭
で
の
太
陽
光
発
電
利

用
を
村
単
助
成
（
８
戸
、
１
２
０
万
円
）

に
よ
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
等
生
活
環
境
整
備
は
、
堀
内
地
区
で

の
村
営
住
宅
建
設
（
２
戸
、３
１
６
４
万
４

千
円
）
を
実
施
し
、
ふ
る
さ
と
定
住
助
成
制

度
を
も
っ
て
供
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
（
20

戸
、
２
０
０
万
円
）
も
行
い
、
一
層
の
居
住

環
境
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

汚
水
処
理
の
普
及
は
、
浄
化
槽
設
置
補
助

の
村
単
嵩
上
げ
（
通
常
ル
ー
ル
の
６
割
ア
ッ

プ
、
７
７
０
万
６
千
円
）
に
よ
り
、
そ
の
普

及
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の

浄
化
槽
化
改
修
（
高
齢
者
活
動
施
設
、
１
０

築
（
１
１
０
０
万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
も
、
普
代
福
祉
会
な
ど
と
強
く
連
携

し
、
村
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
諸
施
設
の

運
営
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
の
緊
急

避
難
対
策
の
強
化
の
た
め
の
台
帳
等
整
備

（
２
１
２
万
２
千
円
）
や
赤
十
字
活
動
車
の

整
備
（
２
６
２
万
６
千
円
）
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
な
ど
高
齢
者
の
暮

ら
し
の
支
え
と
も
な
っ
て
い
る
普
代
村
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援
（
２

５
１
万
７
千
円
）
を
行
い
、
元
気
な
高
齢

者
の
生
き
が
い
活
動
の
一
層
の
充
実
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

据
え
な
が
ら
、
眺
望
確
保
の
た
め
の
木
造
本

館
の
解
体
や
事
務
室
、
ロ
ビ
ー
施
設
の
一
部

改
修
な
ど
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
現
在
も
進
め
て
い
る
特
産

品
開
発
と
そ
の
販
売
な
ど
に
も
鋭
意
の
取

り
組
み
を
続
け
な
が
ら
、「
食
・
い
や
し
・

体
験
」
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
づ
く

り
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

０
０
万
円
）
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
簡
易

水
道
施
設
は
、水
道
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

普
代
簡
水
の
配
水
管
延
長
（
中
央
区
、
１
６

６
０
万
円
）、
堀
内
簡
水
の
ポ
ン
プ
室
更
新

（
３
１
４
０
万
円
）
を
行
い
、
未
普
及
地
域

の
解
消
と
安
定
給
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
災
害
に
強
い
村
道
網
整
備

を
推
進
す
る
よ
う
普
代
駅
前
１
号
線
改
良

（
沢
山
橋
、３
０
０
０
万
円
）に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
堀
内
中
央
線
改
良
（
１
８
０
０
万

円
）、
萩
牛
線
改
良（
３
０
０
０
万
円
）を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
村
政
懇
談
会

で
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
、
緊
急
を
要
す
る

道
路
、水
路
な
ど
の
修
繕
工
事（
２
０
５
０
万

円
）
や
村
道
敷
の
未
登
記
解
消
（
50
万
円
）

に
も
順
次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
普
代
小
屋
瀬
線
改
良
は
芦
渡
地
区

で
の
調
査
事
業
の
再
開
が
、
岩
泉
平
井
賀
普

代
線
災
害
防
除
は
黒
崎
地
区
で
の
２
期
工

事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
陸

沿
岸
道
路
は
用
地
確
保
と
作
業
道
路
工
事
、

一
部
の
本
線
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、そ
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
の
足
で
あ
る
村
営

バ
ス
の
運
行
は
、
そ
の
使
用
料
を
ワ
ン
コ

イ
ン
化
（
全
線
一
律
１
０
０
円
、
高
校
生

以
下
な
ど
無
料
化
拡
大
）
し
、
利
便
性
な

ど
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
充
実
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
一
層
の
居
住
環
境
の
改
善
へ
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

く
ろ
さ
き
荘
健
全
経
営
を
継
続

予
防
接
種
の
無
料
化
を
継
続

諸
施
設
の
運
営
を
さ
ら
に
充
実

村
内
ツ
ア
ー
で
結
婚
対
策
を

一
般
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
急
務

堀
内
地
区
村
営
住
宅
の
増
設

高
齢
者
活
動
施
設
浄
化
槽
化

村
営
バ
ス
を
ワ
ン
コ
イ
ン
化

▲︱

▲︱
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新採用の坂下雄洋さん（左）と澤口卓弥さん

職員の接遇改善に努め、村民の皆様に親しま
れる明るい役場を目指します

子どもから大人まで一人一人が輝ける、心豊
かな村づくりに努めます

防災計画等に基づき、防災力の強化に努めま
す（総合防災訓練）

再生期の最終年度は水産業の基盤復興を完了
させます（ワカメ漁、3月29日）

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
普
代
村
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に

は
、
村
民
と
行
政
と
の
協
働
の
村
づ
く
り

が
益
々
重
要
で
あ
り
ま
す
。
各
自
治
会
な

ど
と
連
携
、
協
調
し
、
観
光
な
ど
広
範
な

分
野
へ
の
住
民
参
画
の
拡
大
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
地
域
主
権
改
革
へ
の
対
応

や
村
民
の
満
足
度
の
向
上
の
た
め
、生
活
・

生
産
の
現
場
を
優
先
し
た
事
務
事
業
の
見

直
し
や
、
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
も
、
役

場
へ
の
お
客
様
が
安
心
し
て
、
気
持
ち
よ
く

　

消
防
防
災
な
ど
の
充
実
は
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画
に

　

広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
第
６

期
介
護
保
険
計
画
の
策
定
、
新
し
尿
処
理
場

候
補
地
の
調
査
、
ご
み
焼
却
施
設
長
寿
命
化

　

平
成
26
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
災
害

復
興
計
画
に
よ
る
「
再
生
期
」
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
。
水
産
業
の
基
盤
復
興
の

完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
い
ま
だ
爪
痕

の
残
る
観
光
施
設
な
ど
の
復
興
を
加
速
し
、

次
年
度
か
ら
の
「
発
展
期
」
の
諸
事
業
の

着
実
な
推
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
総
合
発
展
計
画
に
よ
る
「
笑

顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
」
の
達
成

に
向
け
、
各
分
野
の
充
実
も
図
ら
れ
る
取

り
組
み
を
強
め
な
が
ら
、
村
の
優
れ
た
自

然
景
観
、
貴
重
な
歴
史
・
文
化
・
伝
統
、

安
全
安
心
な
農
林
水
産
物
な
ど
の
資
源
の

活
用
拡
大
と
情
報
発
信
に
も
積
極
果
敢
な

挑
戦
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
村
の
将
来
に
は
っ
き
り
と
分

か
る
課
題
で
あ
る
「
人
口
減
少
を
抑
え
る

村
づ
く
り
」、「
健
康
な
高
齢
者
を
増
や
し
、

（
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
も
）
安
心
し
て

用
件
を
済
ま
せ
て
帰
れ
る
よ
う
、
職
員
の
接

遇
改
善
の
徹
底
に
よ
り
、
村
民
に
信
頼
さ
れ

る
役
場
づ
く
り
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
事
業

へ
の
財
政
需
要
額
や
国
の
財
源
措
置
な
ど

基
づ
く
防
災
力
の
強
化
な
ど
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
施
設
等
整

備
で
は
、
普
代
分
署
建
設
（
２
億
円
）
と

消
防
団
活
動
安
全
備
品
整
備
（
７
２
４
万

１
千
円
）
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
の
活
動
強
化
の
た
め
の
資
機
材

の
具
体
検
討
、
消
防
防
災
活
動
「
拠
点
機
能

形
成
車
両
」
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
沿
岸
知
的
障
害
児
組
合
で
の
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
提
供
や
利
用
者
の
快

適
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に
、
構
成
市
町
村

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
村
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
の
建
設
的

な
ご
意
見
、
ご
提
言
を
賜
り
な
が
ら
関
連

事
業
な
ど
の
推
進
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
震
災
か
ら
の
主
幹
産
業
の

復
旧
・
復
興
に
は
っ
き
り
と
し
た
目
途
が

に
、
な
お
、
不
透
明
な
面
も
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
７
月
の
普
通
交
付
税
決
定
後
に
、

よ
り
確
実
な
財
源
把
握
を
も
っ
て
、
諸
事

業
の
再
調
整
を
行
い
、
健
全
性
の
確
保
に

努
め
た
運
営
に
徹
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
調
整
基
金
は
、
こ
の
３
年
間

で
３
億
４
９
０
０
万
円
の
増
額
（
平
成
23
年

５
月
末
の
６
億
２
８
７
４
万
６
千
円
が
平

成
26
年
現
計
で
９
億
７
８
２
４
万
円
）
と
な

り
健
全
額
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

26
年
度
は
久
慈
消
防
署
普
代
分
署
と
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
を
予
定
す
る
こ
と

や
、
次
年
度
以
降
の
小
・
中
一
貫
校
の
整
備

な
ど
を
踏
ま
え
た
中
で
は
、今
後
も
、補
助・

助
成
制
度
や
優
遇
起
債
の
極
力
の
活
用
を

徹
底
し
、
不
測
の
災
害
に
も
万
全
に
備
え
ら

れ
る
水
準
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

購
入
助
成
（
１
９
０
万
円
）
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
団
体
と
協
調
し
た
交
通
安
全

用
啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
、
事
故
防
止

活
動
の
徹
底
を
図
る
な
ど
、
村
民
と
協
働

で
の
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
は
、

平
成
25
年
度
末
で
の
解
散
が
不
可
能
と
な

る
見
込
み
か
ら
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
当

組
合
か
ら
の
脱
退
を
他
の
構
成
団
体
に
書

面
予
告
し
、２
年
後
に
脱
退
で
き
る
よ
う
、

所
要
の
議
会
手
続
き
を
お
願
い
さ
せ
て
い

た
だ
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。

見
え
た
こ
と
を
受
け
、
い
よ
い
よ
、
震
災

前
か
ら
の
諸
課
題
の
克
服
・
解
決
に
も
挑

戦
し
、
震
災
前
に
も
増
し
て
活
力
あ
る
村

と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
施
策
を
よ
り
前

進
し
て
い
く
段
階
に
も
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

小
さ
く
と
も
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
一
人
一
人
が
輝
き
、
真
に
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
私
も
そ
の
取
り
組
み
の
先

頭
に
立
っ
て
、
最
大
の
努
力
を
傾
注
す
る

決
意
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
を
始
め
、
議
員
各
位
並
び

に
関
係
諸
団
体
な
ど
の
皆
様
に
は
、
一
層

に
、
先
人
の
方
々
の
不
屈
の
精
神
を
受
け

継
い
だ
底
力
を
発
揮
い
た
だ
き
、
次
の
世

代
に
、
よ
り
健
全
で
誇
れ
る
村
を
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
共
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
更
な
る
ご
指
導
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私

の
所
信
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

震
災
復
興
を
加
速
し

　

  

人
口
減
少
や
高
齢
化
対
策
を
よ
り
前
進

広
域
消
防
普
代
分
署
を
建
設

職
員
の
接
遇
改
善
を
徹
底

広
域
環
境
組
合
か
ら
脱
退

笑顔が満ちあふれる村を目指します

▲︱

▲︱
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平成26年度
一般会計の当初予算

27億3,740万円で消防 分署、給食センターを整備
　　　　　　　　　  沢山橋改修、子ども園園庭の拡張、堀内簡水  ポンプ室の更新、観光情報発信などを盛り込む　 　

　

村
債
の
前
年
度
比
は
増

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充
て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
１
億
８
５

４
５
万
円
（
前
年
度
比
３
・
１
％
増
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
13
億
８
４
７
０
万
円
（
同
８
・

１
％
減
）
と
減
少
。
村
債
は
６
億
２

８
２
０
万
円
（
同
１
２
１
・
９
％
増
）

で
消
防
債
と
教
育
債
が
増
と
な
り
、

国
庫
支
出
金
は
復
興
交
付
金
の
減
な

ど
も
あ
り
１
億
６
９
５
６
万
円
（
同

30
・
５
％
減
）
と
な
り
、
県
支
出
金
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
の

減
少
に
よ
り
、
１
億
５
４
６
９
万
円

（
同
49
・
４
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
大
幅
の
減

　

主
な
歳
出
は
、
総
務
費
が
４
億
３

１
４
０
万
円
（
前
年
度
比
27
・
３
％

減
）、
農
林
水
産
業
費
は
２
億
１
５
４

万
円
（
同
35
・
２
％
減
）、
震
災
の

復
旧
・
復
興
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
災

害
復
旧
費
は
大
幅
に
減
少
し
２
９
８

８
万
円
（
同
90
・
８
％
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
10
億
８

９
８
０
万
円
（
同
１
・
７
％
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　平成26年度の村づくりの基本となる当初予算

が、３月定例会で決まりました。一般会計当初予

算は27億3,740万円（前年度比5・3％減）で復旧・

復興関連事業がある程度進んだことによる減額と

なりました。本年度は普代分署や給食センターの

建設、堀内地区村営住宅を増設するなど、安心・

安全な村づくりを進めます。　　　　　　　　　

歳出の構成比 歳入の構成比

予備費
災害復旧費
議会費
商工費
衛生費
土木費
農林水産業費
消防費
公債費
総務費
民生費
教育費

諸収入

その他交付税

地方譲与税

国庫支出金

県支出金

村債

地方交付税

その他繰越金等

使用料・手数料

繰入金

村税

依存財源

自主財源

用語の説明（歳出）
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進

に使うお金
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
公債費………公共事業などの財源に借りたお金の返済に使

うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
農林水産業費…農林水産業などの振興に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
商工費………商業や観光の振興などに使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金等…前年度から繰り越されたお金

平成26年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  10億8,980万円
国保事業	 ５億1,250万円	（△0.6％）

国保診療施設事業	 ２億1,340万円	 （0.2％）

簡易水道事業	 １億1,750万円	（36.9％）

休養施設事業	 １億9,900万円	（△19.7％）

漁業集落排水事業	 2,130万円	（△2.7％）

後期高齢者医療事業	 2,610万円	 （5.6％）

事業内容 予算額

学校給食センターの建設 ２億8,068万円

堀内地区村営住宅の建設 3,164万円

黒崎漁港機能強化 １億円

各公共施設への再生可能エネル
ギーの導入 5,203万円

広域消防普代分署建設 ２億円
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ

久慈消防署普代分署長
　久慈消防署普代分署長
に前久慈消防本部消防課
第１通信指令係長の佐々
木昭二さん（52＝上区）
が４月１日付けで着任し
ました。佐々木さんは前
任地久慈消防本部で２年
間務めていました。
　佐々木署長は「無火災の普代村を目指して頑張
ります。よろしくお願いします」と話していまし
た。

新外国語指導助手
　村外国語指導助手に
フィラデルフィア出身の
アーシュブロク・ジェフ
リー・ゴードンさん（36）
が４月１日付けで着任し
ました。ゴードンさんは
子ども園や小・中学校で
英語を指導します。

　ゴードンさんは「子どもたちに分りやすく英語
を教えられるように頑張ります」と話していまし
た。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　

◆
新
任
▽
普
代
小
教
諭
（
宮
野

目
小
教
諭
︶
楳
内
明
美
▽
同
教
諭

（
本
宮
小
教
諭
）
金
田
大
志
▽
同

教
諭
（
西
原
小
教
諭
）
加
藤
真
紀

▽
同
教
諭
（
岩
木
小
教
諭
）
石
田

智
恵
▽
普
代
中
教
諭
（
東
水
沢
中

教
諭
）
高
橋
康
太
▽
同
講
師
（
宇

部
中
講
師
）
安
保
勇
貴
▽
同
講
師

（
久
慈
中
講
師
）
南
隼
人

　

◆
転
出
▽
青
山
小
教
諭
（
普
代

小
教
諭
）
外
舘
洋
文
▽
附
属
小
教

諭
（
同
教
諭
）
菊
池
信
夫
▽
林
郷

小
講
師
（
同
講
師
）
工
藤
稔
夫
▽

久
喜
小
講
師
（
同
講
師
）
阿
久
津

麻
美
▽
久
慈
中
教
諭
（
普
代
中
教

諭
）山
本
克
哉
▽
山
形
中
講
師（
同

講
師
）
刈
屋
亮
太
▽
夏
井
中
講
師

（
同
講
師
）
新
毛
直
登

　

◆
新
任
▽
普
代
分
署
長
（
久
慈

消
防
本
部
消
防
課
第
１
通
信
指
令

係
長
）
佐
々
木
昭
二
▽
久
慈
分
署

消
防
司
令
補
（
同
消
防
司
令
補
）
砂

子
重
良
▽
同
消
防
士
長
（
同
消
防

士
長
）
小
倉
秀
明
▽
同
消
防
士
長

（
同
消
防
士
長
）
片
座
俊
也
▽
同
消

防
士
長
（
種
市
分
署
消
防
士
長
）

山
㟢
圭
介
▽
同
消
防
士
長
（
野
田

分
署
消
防
士
長
）
大
澤
恒こ

う

貴き

▽
同

消
防
士
（
種
市
分
署
消
防
士
）
山

田
好
司
▽
同
消
防
士
（
久
慈
消
防

署
消
防
士
）
中
野
大
地
▽
同
消
防

士
（
同
消
防
士
）
大
道
涼

　

◆
転
任
▽
久
慈
消
防
本
部
消
防

課
長
兼
第
１
通
信
指
令
係
長
（
久

慈
消
防
署
普
代
分
署
長
）
須
田
範の

り

芳よ
し

▽
久
慈
分
署
消
防
司
令
補
（
同

消
防
司
令
補
）
佐
々
木
能た

か

史し

▽
種

市
分
署
消
防
士
長（
同
消
防
士
長
）

久
慈
稔
▽
久
慈
消
防
署
消
防
士
長

（
同
消
防
士
長
）
斉
藤
正
剛
▽
同

消
防
士
長
（
同
消
防
士
長
）
坊
良

剛
志
▽
野
田
分
署
消
防
士
長
（
同

消
防
士
長
）
田
高
良
洋
▽
久
慈
消

防
署
消
防
士
長
（
同
消
防
士
）
小

原
康
明
▽
種
市
分
署
消
防
士
（
同

消
防
士
）
田
端
陵
平
▽
久
慈
消
防

署
消
防
士
（
同
消
防
士
）
藤
森
拓

也

　

◆
課
長
級
▽
総
務
課
長
兼
政
策

推
進
室
長
兼
会
計
管
理
者
（
政
策

推
進
室
長
兼
企
画
調
整
係
長
事
務

取
扱
い
）
川
向
正
人
▽
税
務
出
納

課
長
（
税
務
出
納
課
長
兼
税
務
係

長
兼
収
納
対
策
係
長
事
務
取
扱
い
）

横
田
雅
英
▽
住
民
福
祉
課
長
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
議
会
事
務
局

長
）
坂
下
広
見
▽
議
会
事
務
局
長

（
政
策
推
進
室
主
任
主
査
兼
広
聴

広
報
係
長
）
森
田
安
彦
▽
教
育
委

員
会
教
育
次
長
（
教
育
委
員
会
主

任
主
査
兼
総
務
係
長
）
松
葉
義
人

　

◆
課
長
補
佐
級
▽
総
務
課
課
長

補
佐
兼
消
防
防
災
係
長
兼
庶
務
管

理
係
長
兼
財
政
係
長
（
総
務
課
消

防
防
災
係
長
兼
庶
務
管
理
係
長
兼

財
政
係
長
）
道
下
勝
弘
▽
建
設
水

産
課
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
（
建

設
水
産
課
土
木
係
長
兼
漁
港
水
産

係
長
）
大
村
修
▽
農
業
委
員
会
局

長
補
佐（
農
業
委
員
会
主
任
主
査
）

佐
々
木
静
恵

　

◆
係
長
級
▽
政
策
推
進
室
地
域

振
興
係
長
兼
企
画
調
整
係
長
兼
広

聴
広
報
係
長
（
政
策
推
進
室
地
域

振
興
係
長
）
中
村
克
成
▽
税
務
出

納
課
収
納
会
計
係
長
（
税
務
課
主

事
）
山
道
輝
▽
税
務
出
納
課
税
務

係
長
兼
収
納
対
策
係
長
（
住
民
福

祉
課
福
祉
係
長
）
熊
谷
元
三
▽
住

民
福
祉
課
住
民
係
長
兼
保
健
衛
生

係
長
兼
福
祉
係
長
（
住
民
福
祉
課

住
民
係
長
兼
保
健
衛
生
係
長
）
山

田
晃
人
▽
建
設
水
産
課
漁
港
水
産

係
長
兼
震
災
復
興
室
復
興
係
長

（
震
災
復
興
室
技
師
）
佐
々
木
弘

樹
▽
震
災
復
興
室
企
画
係
長
（
震

災
復
興
室
企
画
係
長
兼
復
興
係

長
）
宮
田
修
幸

　

◆
主
事
級
▽
税
務
出
納
課
主
事

（
税
務
出
納
課
主
事
補
）
坂
本
由

加
里
▽
住
民
福
祉
課
主
事
（
農
林

商
工
課
主
事
）
竹
下
雪
乃
▽
農
林

商
工
課
主
事
補
（
教
育
委
員
会
主

事
補
）
落
合
涼
香
▽
商
工
観
光
対

策
室
主
事
（
教
育
委
員
会
主
事
）

森
田
陽
▽
教
育
委
員
会
主
事
（
商

工
観
光
対
策
室
主
事
）
野
場

つ
と
む奨

▽

教
育
委
員
会
主
事
（
住
民
福
祉
課

主
事
）
新
屋
一
郎

　

◆
新
採
用
▽
政
策
推
進
室
主

事
・
坂
下
雄た

か

洋ひ
ろ

▽
教
育
委
員
会
主

事
補
・
澤
口
卓
弥

　

◆
退
職
▽
松
家
喜
一
（
住
民
福

祉
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
山
崎
晴
子
（
税
務
出
納
課
課
長

補
佐
）
▽
金
子
小
夜
（
教
育
委
員

会
次
長
補
佐
）▽
蛇
走
フ
サ
子（
医

科
診
療
所
准
看
護
士
）

　

▽
新
任
・
佐
藤
幸
廣
（
萩
牛
）

▽
退
任
・
田
中
義
正
（
同
）

 

■
小
・
中
学
校

 

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

 

■
行
政
連
絡
員

　

村
教
育
委
員
会
事
務
局
の
熊
坂

伸
子
教
育
長
が
３
月
31
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
退
任
し
ま
し
た
。

　

熊
坂
教
育
長
は
平
成
18
年
か
ら

２
期
８
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、

村
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
31
日
に
は
役
場
で
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、職
員
か
ら
花
束

や
感
謝
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
坂
教
育
長
は
「
村
長
さ
ん
を

は
じ
め
多
く
の
職
員
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
８
年
間

の
思
い
出
は
私
の
一
生
の
宝
物
で

す
。
私
は
普
代
を
離
れ
て
暮
ら
し

ま
す
が
、
今
後
ま
す
ま
す
の
普
代

行
政
と
村
づ
く
り
を
応
援
し
て
い

ま
す
の
で
、
職
員
の
皆
さ
ん
も
健

康
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
坂
教
育
長
の
退
任
に

伴
い
、
新
し
い
教
育
長
に
前
総
務

課
長
三
船
雄
三
氏
（
58
＝
緑
区
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
４
月
２
日
か
ら
同
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

感謝状を受け取る熊坂教育長（右）

辞令を受ける三船新教育長（左）

熊
坂
教
育
長
あ
り
が
と
う
�

　
三
船
教
育
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�

　

村
で
は
、
青
森
県
八
戸
市
蕪
島

か
ら
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
ま
で
、

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
約
７
０
０

㌔
㍍
を
遊
歩
道
で
つ
な
ぐ
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の
村
内

ル
ー
ト
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
ル
ー
ト
の
設

定
に
向
け
、
路
線
検
討
の
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
里
か
ら
里

へ
の
古
い
山
越
え
の
道
や
学
校
に

通
っ
た
山
道
な
ど
を
地
図
に
書
き

出
し
、
情
報
を
元
に
現
地
調
査
を

行
っ
て
、
遊
歩
道
と
し
て
使
え
る

道
探
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
ル
ー
ト
を
正
式
に
決
定

さ
せ
下
刈
り
な
ど
を
行
い
、
今
年

秋
口
ま
で
の
開
通
を
目
指
し
て
準

備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
道
探
し
に
参

加
し
た
緑
区
の
太

田
毅
一
さ
ん（
71
）

は
「
ル
ー
ト
の
開

通
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
も
遠
慮
せ

ず
積
極
的
に
参
加

し
て
、
一
緒
に
道

探
し
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

村
農
林
商
工
課
で
は
、
今
後
行

わ
れ
る
下
刈
り
な
ど
の
作
業
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
村

農
林
商
工
課
（
☎
35
︱
２
１
１
５
）

ま
で
。

ワークショップでの情報を元に道探し 多くの役場職員に見送られ、４人が退職しました

ワークショップではさまざまな情報が飛び交いました

「みちのく潮風トレイル」ルート策定
現地調査を行い道探し
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県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
・
鵜
鳥

神
楽
は
３
月
21

日
、
大
阪
府
茨
木

市
の
茨
木
神
社
で

神
楽
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　

同
公
演
は
以
前
、

盛
岡
大
学
の
教
授

で
岩
手
県
文
化
財

保
護
審
議
委
員

だ
っ
た
追
手
門
大

学
地
域
文
化
創
造

機
構
の
橋
本
裕
之

特
別
教
授
（
52
）

ら
が
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て

企
画
。
関
西
圏
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
集
し
ま
し
た
。
神
楽
宿
の
雰

囲
気
を
忍
ば
せ
る
同
神
社
の
儀
式

殿
で
、
神
楽
衆
は
「
清き

よ

祓は
ら

い
」

「
非ひ

の
川
」「
羅ら

し
ょ
う
も
ん

生
門
」「
恵え

比び

須す

舞
」

の
４
演
目
を
披
露
し
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
羅
生
門
」
は
、
平
安

時
代
に
大
江
山
を
本
拠
に
京
の
都

を
荒
ら
し
回
っ
た
鬼
の
一
人
で
、

酒
呑
童
子
の
家
来
と
な
っ
た
茨い

ば
ら
き木

童ど
う

子じ

が
、源

み
な
も
と
の
よ
り
み
つ

頼
光
四
天
王
の
一
人
・

渡
辺
綱
と
羅
生
門
で
戦
う
と
い
う

演
目
。
茨
木
市
ゆ
か
り
の
茨
木
童

子
が
登
場
し
、
こ
っ
け
い
な
や
り

と
り
や
大
立
ち
回
り
を
演
じ
る
と

会
場
は
盛
り
上
が
り
、
拍
手
と
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
も
普
代
と
交
流
を

　

第
二
部
の
座
談
会
「
震
災
か
ら

３
年
、
神
楽
と
漁
業
で
地
域
づ
く

り
」
で
は
、
橋
本
特
別
教
授
を
司

会
に
、
地
域
文
化
創
造
機
構
の
河

合
博
司
機
構
長
、
鵜
鳥
神
社
の
熊

谷
一
文
宮
司
、
同
保
存
会
の
工
藤

淳あ
つ

泰ひ
ろ

さ
ん
、
村
広
報
担
当
の
森
田

安
彦
主
任
主
査
の
４
人
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
か
ら

神
楽
や
地
域
づ
く
り
、
普
代
村
と

茨
木
市
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
、
最
近
の
巡
行
に

つ
い
て
「
以
前
は
民
家
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
な
ど
で
今
は
土
日
が
中
心
。

民
家
よ
り
公
民
館
が
多
く
な
り
ま

し
た
」
と
巡
行
の
実
情
を
話
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
熊
谷
宮
司
は
「
震
災
で

神
楽
衆
が
犠
牲
に
な
っ
た
り
、
神

楽
宿
も
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、
お

祝
い
事
の
神
楽
は
や
ら
な
い
方
が

よ
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
被
災
し
た
漁
業
者
な
ど
か
ら

『
神
楽
に
来
て
ほ
し
い
』と
い
う
声

を
多
く
聞
き
、
今
年
は
巡
行
に
踏

み
切
り
ま
し
た
」
と
心
境
を
語
り

ま
し
た
。

　

河
合
機
構
長
は
、「
地
域
ぐ
る

み
で
教
育
を
支
え
、
伝
統
文
化
を

守
る
普
代
村
と
今
後
も
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

鵜
鳥
神
楽
は
、
震
災
後
２
年
間

自
粛
し
て
い
た
巡
行
を
今
年
３
年

ぶ
り
に
決
行
。
１
月
８
日
の
鳥
居

公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
に
釜
石
市
ま

で
約
２
カ
月
間
、
民
家
や
公
民
館

な
ど
８
カ
所
を
巡
り
勇
壮
な
舞
を

見
せ
、
悪
魔
払
い
や
無
病
息
災
、

大
漁
祈
願
な
ど
を
祈
祷
し
、
沿
岸

の
人
々
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

　

村
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
会
が
３
月
７
日
に

行
わ
れ
、
低
学
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

部
で
澤
口
亞
海
さ
ん（
普
代
小
２

年
）、
高
学
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
で

３
年
生
の
道
下
歌
乃
さ
ん
（
同
３

年
）、
同
標
語
の
部
で
藤
島
杏
夏

さ
ん
（
同
５
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
普
代
小
学

校
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
児

童
を
対
象
に
行
わ
れ
、
82
作
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
低
学
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

部
最
優
秀
賞
の
澤
口
亞
海
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
今

後
も
広
報
紙
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

最
優
秀
賞
の
作
品
を
除
い
た
受

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　

◇
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク

ー
ル（
普
代
小
学
校
）▽
低
学
年
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
部
▽
優
秀
賞　

葛
形
航
陽

（
１
年
）
熊
谷
心こ

こ

愛あ

（
同
）
▽
佳
作　

金
子
恵
美（
２
年
）
赤
坂
菊
乃（
同
）

▽
高
学
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
▽
優
秀
賞　

柾
谷
志
穂
（
３
年
）
▽
佳
作　

太
田

我が

空く

（
同
）
▽
高
学
年
標
語
の
部
▽

優
秀
賞　

中
村
麻
美
（
４
年
）
▽
佳
作　

赤
坂
愛
夏（
５
年
）　　
　
（
敬
称
略
）

※
現
在
、
各
児
童
は
１
学
年
進
級
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
の
コ
ン
ブ
を

利
活
用
し
、
村
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
計
画
さ
れ
た

「
ふ
だ
い
の
昆
布
で
村
お

こ
し
�
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

そ
の
中
の
特
産
品
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
事
業
成
果
発
表

会
が
３
月
23
日
、
役
場
で

開
か
れ
、
漁
業
関
係
者
や

村
内
業
者
な
ど
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
で
主
催
者
の
柾
屋

伸
夫
村
長
は
「
今
回
の
新

商
品
や
付
加
価
値
の
高
い

特
産
品
を
大
い
に
活
用
し
、
水
産

業
、
商
業
の
活
性
化
と
さ
ら
な
る

賑
わ
い
づ
く
り
に
努
め
、
情
報
発

信
、
交
流
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、新
商
品「
Ｐぱａ
Ｐぱａ
っ

と
こ
ん
ぶ
」
と
「
黒
崎
厨
房
贅ぜ

い

」

の
発
表
が
行
わ
れ
、
開
発
者
の
村

漁
業
協
同
組
合
の
野
田
口
由
彦
さ

ん
と
く
ろ
さ
き
荘
の
従
業
員
金
子

慎
也
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
商
品

誕
生
の
き
っ
か
け
や
販
売
価
格
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
新
商
品
を
含
め
た
、

普
代
の
コ
ン
ブ
を
使
っ
た
商
品
の

試
食
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
コ

ン
ブ
の
風
味
な
ど
を
生
か
し
た
商

品
の
味
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

村
は
こ
の
ほ
ど
、東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
と
す
る
過
去
の
災
害
か

ら
得
た
教
訓
を
後
世
に
伝
承
す
る

事
を
目
的
に
「
広
報
ふ
だ
い
縮
刷

版
Ⅲ
」（
平
成
５
年
４
月
〜
平
成

15
年
３
月
１
１
３
２
㌻
）
と「
広

報
ふ
だ
い
縮
刷
版
Ⅳ
」（
平
成
15

年
４
月
〜
平
成
24
年
３
月
１
０
６

　

■
地
域
ブ
ラ
ン
ド
講
演
も

　

成
果
発
表
会
の
中
で
は
、
岩
手

県
産
業
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
株

式
会
社
エ
ム
シ
ィ
ア
ー
ル
の
大
滝

克
美
代
表
に
よ
る
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
た

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
滝
代
表
は
「
ブ
ラ
ン
ド
は
顧

２
㌻
）
の
２
冊
を
同
時

発
刊
し
ま
し
た
。

　

同
縮
刷
版
は
長
い
歴

史
の
あ
る
「
広
報
ふ
だ

い
」
を
横
型
の
Ｂ
４
判

で
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
め

た
も
の
で
、懐
か
し
い
村

の
話
題
や
村
の
貴
重
な

歴
史
な
ど
が
満
載
で
す
。

　

同
縮
刷
版
は
２
つ
１

セ
ッ
ト
、
２
０
０
０
円

で
販
売
し
、
過
去
の
縮

刷
版
も
１
０
０
０
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場
総
務
課

政
策
推
進
室（
☎
35
︱
２
１
１
１
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
４
月

14
日
か
ら
同
室
で
代
金
と
引
き
換

え
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

冊
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

客
と
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
、
さ

ら
に
こ
の
信
頼
が
リ
ピ
ー
タ
ー
を

生
み
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
信
頼

を
築
き
上
げ
、
村
が
提
供
で
き
る

価
値
な
ど
を
見
出
し
て
、
ふ
だ
い

ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
成
果
発
表
会
は
、
昨
年
２
月

に
も
行
わ
れ
て
い
て
、
２
年
続
け

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
成
果
発
表
会

　

新
た
に
コ
ン
ブ
商
品
２
品
が
完
成
�

開発者がそれぞれ誕生のきっかけなどを話しました

　
　

縮刷版には村の貴重な歴史などが満載

広報縮刷版Ⅲ・Ⅳを発刊　
村の貴重な歴史などが満載 !

　３〜４㌢角の食べやすい大きさにカットした
乾燥昆布は、水で約５分、お湯なら約１分で戻
るので、毎日のお料理にも簡単手間いらず。手
軽に使えるのでキッチンの常備品になること間
違いなし�

　肉厚で、シャキシャキとした歯ごたえが特徴
の普代産すき昆布。その特徴を活かし、贅沢な
具材（アワビ、ウニ）と共に炊き上げた大人の
佃煮です。お酒にもよく合いますので、晩酌の
お供にぜひどうぞ�

村
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル

　

交
通
安
全
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
綴
る

追手門大学地域文化創造機構が支援

茨
い ば ら き

木神社で鵜
う の

鳥
と り

神楽奉納

会場が最高潮になった 鵜鳥神楽の演目の一つ「羅生門」

交通安全メッセージコンクール入賞作品紹介①

小学校低学年メッセージの部

最優秀賞　２年　澤口　亞海

　お母さんへ。いつも朝から
おしごとに行ったり、おくり
むかえをしてくれてありがと
うございます。これからも、
しんごうをむししないでうん
てんしてね。あと、シートベルトはぜったい
してね。そしてまた、いろんなとこにつれて
いってね。だけどじことかおまわりさんに
ぜったいにぜったいにつかまらないでね。
　いつまでも元気でやさしいお母さんでいて
ね。お母さんが、おばあちゃんになったら、
せわもちゃんとやってあげるからね。うまれ
かわってもいまのかぞくだとぜったいしあわ
せになるとおもうよ。これからもやさしいお
母さんでいてちょうだいね。

ＰａＰａっとこんぶ　￥750

黒崎厨房贅　　 ￥1,000

ぱ　　 ぱ

ぜい
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『
地
域
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
』

　左から美華さん、信さん、手前左から長女

の和奏ちゃん（５）、次女の心葉ちゃん（３）。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを

込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ

イフレンドコーナー。今月は上区の岡本信さ

ん (33)、美華さん (33) 夫婦です。

マイフレンド  Vol.70M Y
F R I E N D

ののかちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

　かねこののかちゃん（金子乃々佳・
５歳）から母・鳩子さん、祖母・絹代
さんへ

　ののはね、おかあさんと、おばあち

ゃんと 3 にんでいっしょにねるときが

１ばんすきなんだよ。あとね、ののと

いっしょのこどもえんでおかあさんが

おしごとするからすごくうれしいな。

おともだちが、おかあさんがつくった

きゅうしょくを「おいしい！」ってい

ってくれるよ。おしごとがんばって

ね！　ののにもにんじんとかきるのを

おしえてね。パソコンもちょっとだけ

かしてくれるとうれしいな。

　ばあちゃんはおきゃくさんがくるじ

ゅんびをしていそがしくてたいへんそ

う。おしごとがんばってね。いつかみ

んなでイオンとかドンキホーテとかい

っしょにいきたいな。

齋藤さんの代にリフォームした
明内理容美容店

　　 　

「ヘナカラーおすすめです！」
明内理容美容店

　☆今月から普代で頑張る企業を紹介します

「もっとすきますか？」と笑顔の齋藤さん

 

　
普
代
中
学
校
２
年
生
の
副
担

任
・
岡
本
信
さ
ん
と
、
妻
で
普
代

小
学
校
４
年
生
担
任
の
美
華
さ
ん

は
、
大
学
時
代
の
同
級
生
で
、
２

年
生
の
時
か
ら
交
際
が
ス
タ
ー
ト
。

　
大
学
を
卒
業
後
は
信
さ
ん
が
一

関
に
、
美
華
さ
ん
は
西
根
に
教
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。「
平

成
18
年
の
人
事
異
動
で
妻
が
堀
内

小
学
校
に
転
勤
と
な
り
『
普
代
っ

て
ど
こ
や
？
こ
れ
以
上
離
れ
た
ら

ま
ず
い
』と
思
い
結
婚
し
ま
し
た
。

今
思
え
ば
い
い
き
っ
か
け
で
す

ね
」
と
笑
顔
の
信
さ
ん
。

　
そ
の
後
、
信
さ
ん
は
小
本
中
に

転
勤
し
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
普
代
に

住
み
は
じ
め
、
２
人
の
子
ど
も
に

恵
ま
れ
る
な
ど
し
て
現
在
に
至
り

ま
す
。

　
村
の
い
い
と
こ
ろ
を
聞
く
と

「
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
私
は
陸
前
高
田
市
出
身
な
ん

で
す
が
、
普
代
の
ワ
カ
メ
の
美
味

し
さ
に
、
少
し
敗
北
感
を
覚
え
ま

し
た（
笑
）」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
け
て
美
華
さ
ん
は
「
小
さ
い

村
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
面
識
が

あ
っ
て
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
地
域
の
温
か
さ
に
支

え
ら
れ
、
す
く
す
く
育
ち
、
今
年
、

和
奏
は
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
年

長
組
に
、
心
葉
は
年
少
組
に
な
り

ま
し
た
。
村
内
で
私
た
ち
家
族
を

見
か
け
た
ら
、
気
軽
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
妻
の
実
家
（
北
上
）
に
帰
省
し

て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
子
ど
も
た
ち
が
東
京
都
に
あ
る

「
三
鷹
の
森
」
に
行
き
た
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
連
れ
て
っ
て
や
り

た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　
村
内
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

り
ま
す
!
』
と
普
代
に
帰
っ
て
き

ち
ゃ
い
ま
し
た
（
笑
）」
と
き
っ
か

け
を
話
し
ま
す
。

　
理
容
店
を
利
用
す
る
お
客
さ
ん

は
老
若
男
女
で
す
が
、
女
性
が
約

７
割
を
し
め
る
そ
う
で
す
。

　「
う
ち
の
店
の
一
番
の
売
り
は
ヘ

ナ
カ
ラ
ー
で
す
。
私
の
皮
膚
が
弱

い
こ
と
も
あ
り
、自
分
の
手
で
も
染

め
ら
れ
る
薬
を
探
し
、ヘ
ナ
に
た
ど

り
つ
き
ま
し
た
。
ヘ
ナ
カ
ラ
ー
は

染
め
る
と
い
う
よ
り
、髪
に
塗
る
と

考
え
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
で

す
ね
。
極
端
な
話
、毎
日
や
っ
て
も

傷
ま
な
い
で
す
よ
」と
齋
藤
さ
ん
。

　
ま
た
「
子
ど
も
の
利
用
客
に
は

ア
メ
の
つ
か
み
取
り
も
や
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
実
家
の
床
屋
を
受
け
継
ぎ
９
年

目
を
迎
え
た「
明
内
理
容
美
容
店
」

さ
ん
。

　
店
主
の
齋
藤
恵
子
さ
ん
は
、
仙

台
の
理
容
室
で
支
店
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
親
が
普
代
に
い
た

こ
と
も
あ
り
「
い
つ
か
は
帰
ら
な

き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
が
ど
こ
か

に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
帰
郷
を

後
押
し
す
る
よ
う
に
、
昇
進
の
話

が
本
社
か
ら
あ
っ
て
『
じ
ゃ
あ
帰

323

■明内理容美容店

☆定 休 日：月・火曜日（火曜日は
　　　　　　第１、３週）
☆営業時間：９：00〜
☆場　　所：〒028−8334
　　　　　　�岩手県下閉伊郡普代村
　　　　　　12−71−13

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
…�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
…�

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
…�

36
ー
１
０
４
４

『不思議を売る男』
ジェラルディン・マコックラン

　エイルサが図書館で出

会った男が、翌日から母親

の古道具店で働くことに

なった。その男の商売のう

まさにエイルサ親子は引き

込まれていく…。

偕成社
『はなになりたい』

すまいるママ

　こころやさしいライオン

がある日、ウサギのあか

ちゃんを拾って育てること

に…。親と子のきずなを

あたたかく描いたものが

たり。

ヴィレッジブックス

本はともだち

『無名の虎』
二志　耕一郎

　朝日時代小説大賞受賞

作！もはや戦には出られな

い。利き腕をなくし、失意

の底に沈む侍は、治水工事

に新たな人生のすべてを懸

ける。

朝日新聞出版社

◆一般向け ◆幼児向け

◆小学生向け

至
宮
古
→

←
至
久
慈

普
代
川

★
明内理容
美容店

普
代
駅

普代診療所
三
陸
沿
岸
道
路
普
代
道
路
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村
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
卒
入

園
式
と
、
小
中
学
校
の
卒
入
学
式

が
３
月
12 
日
か
ら
４
月
８
日
ま
で

の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
や
先
生
、
来
賓
の
皆
さ
ん

に
見
守
ら
れ
る
中
、園
児
や
児
童
、

生
徒
が
式
に
臨
み
、
思
い
出
多
き

ま
な
び
や
や
友
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
も
、
新
し
い
出
会
い
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
中
で
も
３
月
12 
日
に
行
わ
れ
た

中
学
校
の
卒
業
式
は
小
学
生
の
時
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
学
校

で
式
を
行
え
ず
、
役
場
庁
舎
で
卒

業
を
迎
え
た
生
徒
た
ち
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
を
巡
ら
せ
25
人
が
式

に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
辞
で
普
代
中
学
校
佐
藤
嘉
宏

校
長
は
「
進
む
道
は
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
普
代
の
発

展
に
貢
献
す
る
人
に
成
長
す
る
こ

と
を
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
皆
さ
ん
の
進
路
に
幸
多
か

ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

生
徒
の
門
出
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
今
年
卒
業
し
た
生
徒
は
全
員
受

験
に
成
功
。
友
と
の
別
れ
に
涙
し

な
が
ら
も
、
新
し
い
生
活
に
期
待

し
、
中
学
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から
正しいものを選び、はがきで応募してくださ
い。①は10㌻から、②は15㌻からの出題です。

　①本年度の村の一般会計予算額はいくらで
しょうか？
　Ａ　17億3,740万円

　Ｂ　27億3,740万円

　Ｃ　37億3,740万円

　②特産品ブランドづくり事業成果発表会で
発表された新商品「PaPa っとこんぶ」はい
くらでしょうか？
　Ａ　７００円

　Ｂ　７５０円

　Ｃ　８００円

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で５人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392

　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…５月５日( 月 )　当日消印有効

　３月号の答え…い（ぬいぐるみが増える）、

う（一眼レフカメラがハンディカメラに）、

く（靴下が変わる）

　応募総数…９通で９人が正解でした。抽選

の結果、次の５人に図書カードをお送りしま

す。おめでとうございます。

　当選者…①齋藤琴
こと

仁
に

ちゃん（宮古市・４歳）

②道下香
か

凜
りん

さん（緑区・11歳）③太田ひなさ

ん（太田名部・８歳）④齋藤千
ち

穂
ほ

ちゃん（芦

渡・４歳）⑤太田りあちゃん（太田名部・４

歳）

広報クイズ

　
こ
の
ほ
ど
、
太
田
名
部
の
仮
設

店
舗
に
店
を
構
え
る
魚
定
さ
ん
で

「
こ
ん
ぶ
饂
飩
」が
新
メ
ニ
ュ
ー
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
ぶ
饂
飩
は
主
に
お
土
産
用

に
売
ら
れ
て
い
て
、
村
民
の
人
で
も

食
べ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
が

多
か
っ
た
商
品
。
店
主
の
太
田
定

治
さ
ん
は
「
観
光
客
も
で
す
が
、

村
内
の
人
へ
の
売
れ
行
き
も
楽
し

み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
ん
ぶ
饂
飩
の
開
発
・
販
売

担
当
の
村
商
工
観
光
対
策
室
の
高

井
俊
一
係
長
は
「
村
内
各
所
で
取

り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
普
代
の
郷
土

食
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

販
売
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
が
あ

れ
ば
、
村
商
工
観
光
対
策
室
（
☎

35
︱

２
１
１
５
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

魚う
お
さ
だ定
さ
ん
で
「
こ
ん
ぶ
饂う

飩ど
ん

」
が
メ
ニ
ュ
ー
に

　

普
代
の
郷
土
食
へ
１
歩
前
進
�　

25人の園児が元気いっぱいに子ど
も園を卒園

卒業生からは記念品として紅白幕が
送られました

中学校では、在校生から卒業生に歌
が送られました

立派な姿勢で卒園証書を受け取る
園児

小学校では18人の児童が中学校に
進みます

25名の生徒が中学校を卒業。４月
から新しい生活が始まっています

子ども園には新しく18人の友達が
加わりました

２年生が新１年生25人に合唱や歌
を送りました

在校生は迫力あるエールで新入生を
歓迎

在園児は新しい友達を「楽しいね」
の歌で歓迎

緊張したけど、元気いっぱいに返事
が出来ました

「文武両道で頑張ります」と誓いの
言葉を話し、18人の生徒が入学

魚定さんのこんぶ饂飩は具だくさん !

齋藤千
ち ほ

穂ちゃん
（芦渡・４歳）

弟
か
な
？  

元
気
い
っ
ぱ
い
だ
ね
� 

○広  

太田りあちゃん
（太田名部・４歳）

元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
そ
う
� 

○広  

古沼麻
ま り あ

莉亜さん
（神奈川県川崎市・８歳）

お
花
見
か
な
？  

普
代
も
も
う
す
ぐ

桜
が
咲
く
よ
� 

○広  

道下香
か

凜
り ん

さん
（緑区・11歳）

は
が
き
い
っ
ぱ
い
の
大
迫
力
� 

○広  

太田ひなさん
（太田名部・８歳）

み
ん
な
楽
し
く
遊
ん
で
る
ね
� 

○広  

滝澤光
き ら ら

来ちゃん
（久慈市・５歳）

い
い
天
気
だ
ね
� 

○広  

齋藤琴
こ と

仁
に

ちゃん
（宮古市・４歳）

い
つ
も
応
募
あ
り
が
と
う
�  

来
月
も

よ
ろ
し
く
ね
。
○広  

齋藤嘉
か あ と

亜翔くん
（宮古市・12歳）

す
ご
い
迫
力
�  

か
っ
こ
い
い
ね
。
○広  

冨山瞳
あ い

莉
り

さん
（野田村・９歳）

上
手
に
描
け
た
ね
� 

○広  
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　県内には、さまざまな事情により親

元で暮らすことのできない子どもたち

がいます。子どもの健やかな成長のた

めには、大人の温かい愛情と、安定し

た家庭環境の中で育てられる必要があ

ります。

　県では、こうした子育てに愛情や熱

意を持って参加していただく養育里親

を募集しています。

　里親制度の詳しい内容などは、岩手

県福祉総合相談センター児童女性部

（☎ 019−629−9608）まで

　岩手県警では、平成26年度の岩手

県警察官Ａ（男性・女性）の採用試験

を次の通り行います。

▶採用予定日…①平成27年４月１日

▶受験資格…昭和56年４月２日以降
生まれで①大学（短期大学を除く）を

卒業した人、または平成27年３月

31日までに卒業見込みの人②人事委

員会が①と同等の資格を有すると認め

る人

▶申込期間…５月７日（水）〜５月30
日（金）（郵送・持参・インターネット）

▶１次試験…７月13日（日）盛岡地区

▶問い合わせ先…普代駐在所（☎
35−2110）

　平成26年度の危険物取扱者試験を

次の通り行います。

▶日時…①６月28日 (土) 盛岡市、花
巻市、一関市、釜石市、宮古市②７月

５日 (土) 盛岡市、奥州市、大船渡市、

久慈市、二戸市

▶受付期間…電子申請は５月５日 (月)
〜12日 (月) 午後５時締め切り、書面

申請は５月８日 (木)〜15日(木) 当日

消印有効

　緑の村こどもまつりが次の日程で行

われます。飲食店の出店ややきにく広

場や光るどろだんごづくりをはじめと

した催し物が盛りだくさん !  ゴール

デンウィークは親子で緑の村へＧＯ !
ＧＯ !
▶日時…５月５日　10：00〜15：30

▶ところ…緑の村広場

　自動車税は４月１日現在の自動車の

所有者が納める税金です。納税通知書は

４月末に皆さんのお宅に届く予定です。

納期限までに忘れずに納めましょう。

▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194−53−4986）

久慈地区法律相談
▶期日…５月８、29日(木)▶時間…

10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…４月25日(金)▶時間…９:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消

費生活センター▶問い合わせ先…同セ

ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月21日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…５月13日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄

バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…５月23日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…５月19日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

普代村ふるさと応援基金への寄付状況（３月31日現在）
　　25年度分  0,341,100円　  累計 9,361,382円

106件（村内34件、県内４件、県外68件）
　普代村ふるさと応援寄付の申し込み・問い合わせは、村ホームページをご覧い
ただくか、総務課（☎0194−35−2111、内線112）までご連絡ください。

 困っていたら相談を！

　村からのお知らせはこのコーナーで
行います。皆さんからの情報もお待ち
しています。総務課広報係（☎0194−
35−2111）

６/２は自動車税の納期限

緑の村へＧＯ ! ＧＯ !

危険物試験を行います !
　久慈広域消費者センターでは、広域

町村での出張相談会を次の通り行いま

す。悪質商法など消費者トラブルでお

困りの人は、ご相談ください。また、

同時に弁護士による無料出張相談会も

行います。相談は無料ですので、お気

軽にお越しください。

▶日時…４月28日 (月) 13：30〜15：
30

▶場所…役場小会議室

▶問い合わせ先…久慈広域消費生活セ
ンター（☎ 0194−54−8004）また

は役場住民福祉課（☎ 35−2113）

　後期高齢者医療保険料率は２年ごと

に見直しを行っており、４月から均等

割額38,000円、所得割率7.36％が適

用されています。

　保険料は所得に応じて軽減されます。

平成26年度の保険料は平成25年度中

の所得を基に今年の７月までに決定し、

納入通知書を郵送しますので、ご確認

の上お納めください。

　その他、お問い合わせなどは岩手県

後期高齢者医療広域連合（☎ 019−

606−7500）または村住民福祉課（☎

35−2113 内線 135）まで。同医療

保険料の納期限は下表のとおりです。

　看護の心の普及啓発を通して、県民

一人一人が看護や介護に関心を高める

ことを目的に、公益社団法人岩手県看

護協会では５月11日（日）〜17日まで

を「看護週間」と定め、県内病院や施設

でふれあい看護体験などを行います。

　また、５月10日の看護の日を記念し

て、「健康フェア in2014」が次の日程

で行われます。

▶日時…平成26年５月10日（土）11：
00 〜15：00

▶場所…アイーナいわて県民情報交流
センター（アイーナホール７階・県民

プラザ４階）

▶内容…各種測定や相談、福祉用具の
展示など

　来場者には「看護の日」記念グッズ

をさしあげます。参加無料ですので、

お気軽にお越しください。

看護の日、記念行事を開催

ご存じ
ですか？

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（３組）
新屋　吉将� 黒　崎
杉原　 唯� 久慈市
道上　健太� 旭

あさ

日
ひ

区
川原　宏美� 久慈市
太田　俊英� 太田名部
槻舘　歩実� 二戸市

お悔やみ申し上げます（３人）
上向トミヨ　　堀　内� 99歳
須田　友三　　旭日区� 87歳
金子　啓三　　黒　崎� 57歳

３月分（敬称略・順不同）

　▶碁石憲治、森田安彦 11,423円

これまでの合計額　74,967,665円
　※義援金は被災者への義援金として、
支援金などは被災者漁業再建助成金や復
興支援事業などに活用しています。

義援金、支援金、ふるさと応援基金
（３月１日〜３月31日分、敬称略）

  ■村内の交通事故《３月》
	 人身事故　１件（１件）
	 物損事故　２件（11件）
	 ※（ ）内は１月からの累計
	 飲酒運転検挙者　０人（０人）
	 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動回数《３月》 14回
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
	 県内33市町村中ワースト順位…14位

　　　　　　　　（２月28日現在）
	 県内の検挙者数《２月》　 35人

「消費者トラブル」相談を

）
）
） 医療保険料が変わります !

戸籍の窓

交通安全 対策情報

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店
金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横９㎝
程度、多少増減する
こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸
配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日
そ の 他　�広告は村ホームペー

ジにも掲載されます。

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線118）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！

中央区   三船製菓  ☎35－2020

５/５日

５/６日

こどもまつり
おやき、
ドーナツ、
かき氷、

販売します！

鵜鳥神社
例 大 祭

ツキノワグマに注意 !
　クマの人里などへの出没は、ブナ
の豊凶と関係深いことが明らかに
なっていて、凶作の年には出没が多
い傾向にあります。
　昨年が大豊作のため、今年は凶作
または皆無になると見込まれてい
て、クマの出没する可能性が高いで
す。散歩や入山などで家の外に出る
際は、鈴をつけるなど十分注意し、
クマの誘引物となる残飯などの処理
の徹底もお願いします。

昨年の様子

里親になりませんか？

岩手県警察官を募集 !!

期　別 納　期　限
第 １ 期 平成26年 ７ 月31日 (木)
第 ２ 期 平成26年 ９ 月 １ 日 (月)
第 ３ 期 平成26年10月31日 (金)
第 ４ 期 平成26年12月25日 (木)
第 ５ 期 平成27年 ２ 月 ２ 日 (月)
第 ６ 期 平成27年 ３ 月 ２ 日 (月)

第７期（随期） 平成27年 ３ 月31日 (火)



日 月 火 水 木 金 土
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普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

◎世界禁煙デー　吸わない人にも命取り、きれいな空気を！

５月のこんなこと、あんなこと

総　務　課【政策推進室】	 35 − 2111
税務出納課（税務部門）	 35 − 2112
税務出納課（出納部門）	 35 − 2117
住民福祉課	 35 − 2113
農林商工課・農業委員会	 35 − 2115
建設水産課【震災復興室】	 35 − 2116
議会事務局	 35 − 2118
教委事務局	 35 − 2711
保健センター	 35 − 2211
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（赤口）

（先負）

　

（大安）

（赤口）

　

（仏滅）

（大安）

（赤口）

　

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（先勝）

　

（大安）

（赤口）

（友引）

（先負）

（赤口）

（先勝）

（先負）

（大安）

（先勝）

　

（先負）

　

（赤口）

（友引）

（先負）

（仏滅）

（大安）

こどもの日

こどもまつり（10:00
〜15:30、緑の村広場）

・健康相談（茂市・
芦渡）

昭和の日

振替休日

鵜鳥神社例大祭

・健康相談（鳥居・
堀内机）

固定資産税第１期納
期限、軽自動車税納
期限

・ブックスタート
・１歳６ヶ月児・３
歳児健診（受付 12:00
〜12:30、◯保）

・２歳児健康教室（受
付 12:00〜12:15、◯保）

・２歳６ヶ月児歯科
教 育（ 受 付 12:00〜
12:15、◯保）

・ブックスタート
・１歳６ヶ月児・３
歳児健診（受付 12:00
〜12:30、◯保）

青少年劇場

憲法記念日

体育施設無料開放日

普代中学校体育祭

普代小学校運動会

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

村消防団特別点検
（７:30〜、普代中）

みどりの日

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

ダビング

大切な思い出を
DVDに永久保存！
大切な思い出を
DVDに永久保存！
大切な思い出を
DVDに永久保存！

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

電話  35−2045
FAX  35−2827　

中央区髙橋薬局

２本入り�3,888円
４本入り�7,020円

㈲ナガサワ自動車整備工場
電　話 0194 (35) 2216　ＦＡＸ 0194 (35) 2158

普代横町 Tel (35)2594

肖像写真　技 能 士

フジフィルム純正処理

カトウ写真館カトウ写真館

●営業時間  18：00～23：00　●定休日  日曜・祭日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

各眼科処方箋もどうぞ

お買い物は、ぜ
ひ普代ポイント
カード会加入店
のご利用をお願
いいたします。

安西ミサオ様（上区）内野沢めぐみ様（上区）正路潤之介様（鳥
居）中居ツル様（鳥居）中村三枝子様（緑区）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。３月当選
者は以下５名です。

　あなたのお好きな色を選んで
　　　　あなたにあった度がついた
めがねセットをお作りします
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　三鉄運行再開
　　歓迎イベント

　東日本大震災の大津波で路線の一部区間が被災し、運休していた三陸鉄道北リアス線が４月６

日、久慈〜宮古間で全線運行再開し、約３年ぶりに開通しました。堀内駅、沢漁港、普代駅では

運行再開を祝い、総勢約200人による歓迎イベントが行われました。記念列車の「北三陸満喫号」

には、ＮＨＫ朝のドラマ「あまちゃん」でお馴染みの大吉駅長（杉本哲太）と吉田副駅長（荒川

良々）が乗車。沢漁港で、ドラマのワンシーンを再現し、約50人の地域住民が大漁旗を振って

記念列車「北三陸満喫号」を歓迎すると、車両からは歓声が飛び交っていました。

■発行日　平成26年４月17日　■ホームページ　http://www.vill.fudai.iwate.jp　■電子メール　fudai@vill.fudai.iwate.jp
■編集　普代村役場総務課　〒028−8392　岩手県下閉伊郡普代村第９地割字銅屋13番地２
■電話 0194−35−2111　■ FAX 0194−35−3017　■印刷　有限会社　九戸印刷
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▼
４
月
１
日
付
け
で
議
会
事
務
局
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
に
携
わ
っ
た

10
年
間
、村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
10
年
の
間
に

は
、
市
町
村
合
併
、
行
財
政
改
革
、
学

校
統
合
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
頑
張
っ
て
る
な
ぁ
」「
や
っ
ぱ

り
笑
顔
は
い
い
な
ぁ
」「
今
月
の
表
紙
は

何
に
し
よ
う
」「
あ
〜
、写
真
が
い
ま
い
ち

だ
な
ぁ
」
…
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が

ら
毎
月
な
ん
と
か
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
▼
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
毎
月
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
ぉ
」「
頑
張
っ
て
ぇ
」

と
い
つ
も
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
ん
な
言
葉
に
励
ま
さ
れ
こ
こ
ま
で

や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
今

後
は
１
年
間
一
緒
に
広
報
の
仕
事
を
し

て
き
た
下
道
君
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
を
育
て
て
く
れ
た
よ
う
に
、

下
道
君
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
歩
ん
で

い
く
「
広
報
ふ
だ
い
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。
10
年
間
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　（
森
田

　
）

▼
森
田
さ
ん
が
広
報
か
ら
離
れ
、
不
安

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
下
道

　
）

		  前月比	 前年比
人　口	 2,941人	（−３）	（−34）
  （男）	 1,433人	（＋１）	（−11）
  （女）	 1,508人	（−４）	（−23）
世　帯	 1,134戸	（＋３）	（＋１）

人口と世帯 ３月末現在

　村では三鉄を応援する有志が「縁結び昆布」
（写真＝上）と「コンブ乗車証」を作成し、三陸
鉄道や記念列車「北三陸満喫号」の乗車客に配
りました。中には、結びこんぶが入っていて「固
く結ばれて離れないように」と鵜鳥神社でお清
めを行い、三陸鉄道の全17車両に付けてもら
おうとプレゼントしました。

大沢橋梁では地区住民が大漁旗を振り歓迎

ライオット風は「さんてつでんしゃのうた」で歓迎記念列車には大吉駅長と吉田副駅長も乗車

普代駅のホームを埋め尽くす約100人の観衆


